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経営と健康

家
康
没
後
四
百
年
、
今
改
め
て
学
ぶ

「
徳
川
三
百
年
の
基
礎
を
築
い
た
組
織
と
管
理
」

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花

　
二
〇
一
五
年
は
、
一
六
一
六
年
（
元
和

二
年
）
四
月
十
七
日
、
七
五
歳
で
亡
く
な

っ
た
家
康
の
没
後
四
百
年
に
当
る
。

　
静
岡
・
浜
松
・
岡
崎
と
、
ゆ
か
り
の
地

は
す
で
に
提
携
し
て
ア
ピ
ー
ル
、
観
光
客

誘
致
、
ま
ち
お
こ
し
で
あ
る
。

　
出
世
城
と
い
わ
れ
る
浜
松
城
に
は
、
私

の
講
談
ビ
デ
オ
が
流
れ
て
い
ま
す
。
お
蔭

げ
さ
ま
で
昨
年
か
ら
講
演
の
ご
依
頼
を
頂

い
て
お
り
、
愛
知
県
西
尾
市
で
は
、
徳
川

宗
家
と
ご
同
席
さ
せ
て
頂
い
た
。
世
が
世

で
あ
れ
ば
お
側
に
も
上
れ
な
い
、「
即
答

を
許
す
」
の
お
言
葉
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
気
楽
に
話
し
か
け
汗
顔
の
い
た
り
、

正
に
お
手
討
ち
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
幼
名
を
竹
千
代
、
三
歳
の
時
母
お
大
の

実
家
水
野
家
を
継
い
だ
兄
が
織
田
に
味
方

し
た
た
め
、
今
川
を
頼
っ
て
い
た
父
広
忠

は
お
大
を
離
縁
。
お
大
は
、
織
田
の
部
将

久
松
俊
勝
と
再
婚
。

　
竹
千
代
は
六
歳
の
時
今
川
家
の
人
質
に
、

と
こ
ろ
が
、
広
忠
が
後
妻
に
迎
え
た
妻
の

父
田
原
城
主
戸
田
宗
光
は
親
織
田
派
、
今

川
へ
向
う
途
中
だ
ま
さ
れ
て
熱
田
へ
連
れ

て
行
か
れ
、
織
田
信
秀
に
永
楽
銭
百
貫
文

で
買
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
今
川
が
安
祥
城
を
攻
撃
し
、

信
長
の
兄
信
広
を
降
し
、
こ
の
信
広
と
捕

虜
交
換
で
竹
千
代
は
岡
崎
へ
、
二
年
二
ヵ

月
で
帰
っ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
今
川
家
へ

人
質
に
。
岡
崎
滞
在
は
わ
ず
か
十
二
日
。

　
父
広
忠
が
暗
殺
さ
れ
、
主
君
と
な
っ
た

竹
千
代
は
駿
府
に
、
こ
の
間
、
今
川
家
か

ら
派
遣
さ
れ
た
城
代
が
す
わ
り
、
領
土
は

代
官
が
き
て
管
理
し
、
所
領
か
ら
上
る
米

は
駿
府
へ
運
ば
れ
て
い
く
。
今
川
の
植
民

地
で
あ
る
。
し
か
し
そ
ん
な
苦
労
の
中
で

も
、
三
河
武
士
は
武
骨
で
頑
固
さ
で
団
結

し
て
い
た
。
主
従
の
絆
の
強
さ
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　
母
お
大
は
、
我
が
子
の
た
め
衣
服
や
食

べ
物
を
送
っ
て
い
る
。

　
後
年
家
康
は
、
こ
の
母
の
実
家
水
野
家
、

再
婚
先
の
久
松
家
を
取
り
立
て
、
人
質
時

代
暖
く
接
し
て
く
れ
た
大
河
内
源
三
郎
を

優
遇
し
て
い
る
。

　
あ
る
年
の
端
午
の
節
句
、
安
部
川
で
子

ど
も
が
二
手
に
別
れ
て
石
合
戦
、
一
方
は

三
十
人
余
り
、
一
方
は
一
四
〇
～
一
五
〇

人
と
あ
っ
て
優
勢
だ
っ
た
が
、「
小
勢
の

方
が
勝
ち
じ
ゃ
」、
家
来
が
驚
く
と
、「
大

勢
は
気
の
ゆ
る
み
が
出
る
が
、
小
勢
は
必

死
に
な
る
か
ら
じ
ゃ
」。
果
せ
る
か
な
盛

り
返
し
小
勢
の
勝
利
。
家
来
は
流
石
と
舌

を
巻
い
た
と
申
し
ま
す
。

　
十
四
歳
の
時
、
義
元
の
も
と
で
元
服
し

松
平
次
郎
三
郎
元
信
、
義
元
の
元
の
一
字

を
お
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
義
元
の

伯
父
で
今
川
の
執
権
職
・
参
謀
、
禅
僧
太

原
雪
斎
に
学
び
、
経
世
（
け
い
せ
つ
）・

軍
事
の
教
し
え
を
受
け
た
。
織
田
に
囚
わ

れ
て
い
た
竹
千
代
と
人
質
交
換
を
図
っ
た
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長
男
信
康
が
、
信
長
の
長
女
徳
姫
と

結
婚
。
家
康
は
曳
馬
城
（
浜
松
）
を
攻
略

し
遠
江
の
大
半
を
平
定
、
さ
ら
に
駿
府
城

を
も
攻
略
し
、
元
亀
元
年
、
岡
崎
城
を
信

康
に
譲
り
、
武
士
が
馬
を
引
く
と
い
う
の

は
縁
起
が
悪
い
と
、
浜
松
と
改
め
て
入
城
。

妻
子
と
離
れ
た
こ
と
か
ら
後
年
、
築
山
御

前
と
優
秀
な
長
男
信
康
を
死
に
至
ら
し
め

る
こ
と
に
な
り
、
家
康
自
身
、
一
代
の
大

難
、
一
代
の
敗
戦
を
切
り
抜
け
、
出
世
へ

の
足
掛
り
と
し
た
。「
逆
転
の
発
想
、
浜

松
空
城
の
討
」
は
、
次
回
の
お
楽
し
み
。

ポ
ポ
ン
ポ
ン

の
も
こ
の
雪
斎
で
あ
る
。

　
十
六
歳
の
時
、
義
元
の
姪
築
山
と
強
制

的
に
政
略
結
婚
さ
せ
ら
れ
、
同
年
、
四
・

五
歳
上
と
も
、
十
歳
上
の
諸
説
が
あ
り
、

二
人
の
間
に
信
康
と
亀
姫
誕
生
。

桶
狭
間
の
合
戦
後
、
岡
崎
へ
戻
る

　
三
年
後
の
永
禄
三
年
、
桶
狭
間
で
義
元

が
信
長
に
討
た
れ
る
や
、
祖
父
以
来
の
居

城
岡
崎
へ
逃
げ
帰
っ
た
。
こ
の
時
恐
怖
か

ら
ふ
る
え
が
止
ま
ら
ず
大
樹
寺
の
和
尚
か

ら
、
一
喝
さ
れ
て
い
る
。
家
康
は
信
長
と

同
盟
を
結
ん
だ
た
め
、
今
川
の
出
で
あ
る

築
山
殿
は
面
白
く
な
い
。
二
人
の
仲
は
冷

え
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
元
信
か
ら
家
康
と
改
名
し
た
二
カ
月
後
、

家
を
二
分
し
た
一
向
一
揆
勃
発
。
家
康
の

家
来
が
本
證
寺
（
本
宗
寺
）
の
？
を
馬
蹄

に
か
け
て
踏
み
荒
し
た
と
か
、
謀
反
の
疑

い
の
あ
る
松
平
三
蔵
を
上
宮
寺
が
か
く
ま

っ
た
と
か
、
坂
井
正
親
が
犯
人
逮
捕
の
た

め
本
證
寺
へ
踏
み
込
ん
だ
寺
へ
の
侵
入
事

件
等
か
ら
、「
法
敵
家
康
を
倒
せ
、
進
む

は
極
楽
浄
土
、
退
く
は
無
限
地
獄
、
阿
弥

陀
如
来
か
ご
領
主
か
」
と
門
徒
衆
と
の
宗

教
戦
争
。
外
国
で
は
今
も
宗
教
争
い
か
ら

の
大
々
的
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

る
。
日
本
で
は
、
天
草
四
郎
の
島
原
の
乱

が
有
名
だ
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
翌
年

平
定
、
本
多
正
信
は
じ
め
首
謀
者
を
罰
し

よ
う
と
し
た
が
、
お
大
の
方
が
仏
の
道
を

説
い
て
説
得
し
、
家
来
、
寺
、
僧
侶
の
罪

を
許
し
、
背
後
に
今
川
の
残
党
や
、
甲

州
武
田
の
謀
略
が
あ
っ
た
こ
と
も
判
明

し
、
一
揆
に
加
担
し
た
者
は
後
悔
し
て
前

に
も
増
し
て
団
結
が
固
く
な
っ
た
。
正
信

は
浪
人
の
後
復
帰
し
家
康
の
腹
臣
に
な
っ

て
い
る
。「
一
筆
啓
上
、お
せ
ん
泣
か
す
な
、

馬
肥
や
せ
」
の
正
信
で
あ
る
。

　
家
康
は
「
厭
離
穢
土
、
欣
求
浄
土
」
と

書
い
た
旗
差
物
を
翻
し
て
戦
っ
て
い
る
が

こ
れ
は
、
煩
悩
に
け
が
れ
た
現
世
を
嫌
い

離
れ
、
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願

い
求
め
る
、
つ
ま
り
い
つ
死
ん
で
も
い
い

と
命
が
け
で
戦
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

浄
土
宗
で
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

四
度
の
大
難

　
生
涯
四
度
の
大
難
と
い
わ
れ
る
が

　
・
織
田
に
売
ら
れ
た
時
（
六
歳
）

　
・
三
河
一
向
一
揆
の
時
（
二
二
歳
）

　
・
三
方
が
原
の
大
敗
戦
の
時
（
三
一
歳
）

　
・
本
能
寺
の
変
の
時
（
四
一
歳
）

　
人
の
人
生
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
危
機
や
、
節
目
が
あ
る
。
そ
こ
を
ど
う

切
り
抜
け
る
か
、
簡
単
に
バ
ン
ザ
イ
す
る

か
。
家
康
は
、
そ
の
都
度
切
り
抜
け
、
次

へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

と
こ
ろ
か
ら
、

　「
人
の
一
生
は
、
重
荷
を
背
負
う
て
坂

道
（
遠
き
）
道
を
行
く
が
如
し
。
急
ぐ
べ

か
ら
ず
」
と
、
言
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

後
年
の
創
作
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
危
機
を
い
か
に
堪
え
る
か
、
苦
し
さ
に

耐
え
、
我
慢
出
来
る
か
。
言
う
は
安
し
、

行
い
は
難
し
で
す
。
　
我
慢
に
我
慢
を
重

ね
て
天
下
人
と
な
っ
た
家
康
の
大
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
一
向
一
揆
を
収
め
た
三
カ
月
後
三
河
を

統
一
し
翌
年
、
従
五
位
下
、
三
河
守
に
任

ぜ
ら
れ
、
松
平
姓
を
徳
川
に
改
め
、
こ
こ

に
徳
川
家
康
。
二
五
歳
の
時
で
あ
る
。

　
一
般
に
は
「
徳
」
と
書
く
が
、
宗
家
は

德4

川
と
お
書
き
で
す
。

浜松城


